
写真1　立木の剥皮被害とその後の枯死

SERIES. 国有林野事業の取組

富士山国有林における
近年のニホンジカ被害対策について

関東森林管理局 静岡森林管理署

◆ 

は
じ
め
に

　
富
士
山
南
麓
周
辺
に
お
い
て
は
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
（
以
下
「
シ
カ
」
）
に
よ
る
著
し

い
森
林
被
害
が
あ
り
、
シ
カ
の
個
体
数
を

低
減
さ
せ
る
捕
獲
と
植
栽
地
の
シ
カ
食
害

防
止
柵
（
以
下
「
シ
カ
柵
」
）
等
の
設
置

を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
そ
の
被
害
対
策

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
シ
カ
に

よ
る
植
栽
木
の
食
害
、
立
木
の
剥
皮
被

害
、
下
層
植
生
の
衰
退
等
（
写
真
１
）
が

見
ら
れ
る
た
め
、
被
害
対
策
は
粘
り
強
く

継
続
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
富
士
山
国
有
林
に
お
け
る
近
年
の
シ
カ

被
害
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

◆ 

捕
獲
に
つ
い
て

　
シ
カ
を
あ
ら
か
じ
め
餌
付
け
し
て
誘
引

し
、
立
入
り
を
制
限
し
た
林
道
上
の
車
両

内
か
ら
銃
器
で
シ
カ
の
群
れ
を
全
頭
捕
獲

す
る
方
法
を
「
シ
ャ
ー
プ
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
と
い
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
か
ら
委

託
事
業
な
ど
に
よ
り
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
誘
引
場
所
に
シ
カ
の
大
き
な
群
れ
が

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
現
在
は
休

止
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
「
忍
び
猟
」
と

「
く
く
り
罠
」
を
実
施
し
て
お
り
、
直
近

の
5
年
間
の
捕
獲
総
数
は
1
，4
7
5
頭

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
）
。

　
「
忍
び
猟
」
は
、
シ
カ
が
繰
り
返
し
歩
い

て
で
き
た
「
シ
カ
道
」
の
状
態
や
採
餌
の

痕
跡
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
デ

ー
タ
等
を
基
に
シ
カ
の
群
れ
を
探
索
し
、

発
見
後
、
射
手
が
身
を
隠
し
な
が
ら
接
近

し
て
銃
器
で
全
頭
を
捕
獲
す
る
方
法
で

す
。
射
手
1
名
を
含
む
2
名
を
1
班
と
し

て
2
班
体
制
で
行
い
ま
す
。
卓
越
し
た
狙

撃
技
術
を
も
つ
者
を
射
手
と
し
、
3
頭
以

下
の
群
れ
を
全
頭
確
実
に
仕
留
め
、
警
戒

心
が
高
く
、
捕
獲
し
に
く
く
な
っ
た
シ
カ

で
あ
る
「
ス
マ
ー
ト
デ
ィ
ア
」
を
発
生
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
カ
の
生
息
状
況
の
把
握
、
く

く
り
罠
や
狙
撃
箇
所
の
選
定
、
一
般
入
林

者
の
安
全
の
確
保
等
の
た
め
に
、
林
内
に

セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

カ
メ
ラ
の
通
信
機
能
を
活
用
し
、
シ
カ
を

探
索
中
の
射
手
等
が
シ
カ
の
い
る
場
所
へ

直
行
で
き
る
よ
う
な
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。

◆ 

シ
カ
柵
等
の
設
置
に
つ
い
て

　
当
署
で
は
、
現
地
の
状
況
に
応
じ
て
、
シ

カ
柵
の
設
置
や
、
立
木
へ
の
剥
皮
防
止
資

材
の
巻
付
け
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

際
、
シ
カ
柵
に
、
動
物
の
噛
み
切
り
に
強
い

新
素
材
で
あ
る
硬
質
ス
テ
ン
レ
ス
入
り
ネ

ッ
ト
を
用
い
る
、
立
木
を
支
柱
に
利
用
す
る

（
写
真
２
）
、
地
拵
時
の
枝
条
を
利
用
す
る

ほ
か
、
ド
ロ
ー
ン
や
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
活

用
し
た
見
回
り
や
、
シ
カ
柵
へ
の
突
進
を
減

ら
す
た
め
シ
カ
が
通
る
道
を
用
意
し
た「
ブ

ロ
ッ
ク
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
」（
写
真
３
）
の
設

置
な
ど
の
試
行
と
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

◆ 

お
わ
り
に

　
当
署
で
は
、
シ
カ
に
よ
る
被
害
が
著
し

い
富
士
山
南
麓
周
辺
に
お
い
て
、
今
後
と

も
地
元
自
治
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

被
害
対
策
を
推
進
し
、
静
岡
県
内
に
生
息

す
る
シ
カ
の
個
体
数
の
適
正
な
管
理
に
貢

献
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

管内概要　知床森林生態系保全センター管内概要　関東森林管理局 静岡森林管理署

　静岡森林管理署は静岡県の中央部に位置し、富士宮市など10市町に所在する約4万7千haの国有林野を管理
経営しています。その多くは、東部の富士山の南麓周辺と、西部の大井川や安部川の上流、源流域に分布し、山地
災害の防止、水源のかん養など重要な役割を果たしています。
　特に、富士山南麓周辺の国有林野の約65%は、富士箱根伊豆国立公園に指定され、優れた自然景観を有する
世界的な観光地となっています。また、西部の国有林野の約84%は「南アルプスユネスコエコパーク」に登録されて
いるほか、2ヶ所の「レクリエーションの森」約520haがあり、自然探勝や保健休養の場として多くの人々が訪れて
います。

所 在 地
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国有林野
静岡森林管理署
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富士山

静岡森林管理署
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図　富士山国有林における捕獲頭数

写真2　立木を支柱に利用したシカ柵

写真3　シカの通り道を用意した「ブロックディフェンス」

富士山国有林における近年のニホンジカ被害対策についてSE RIES. 国有林野事業の取組
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出典：静岡森林管理署 調べ
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